
 

日昼休みになるとつい足を運んでしま
う。暑い日も寒い日もお構いなしであ
る。ボールを追っている間は他のことは

全く考えない。つい余計なことを考えがちな日常
の中で、きわめて貴重な時間である。しかも楽し
いのだから、これはやめられない。テニスのこ
とである。近頃では昼休みのテニスに飽き足り
ず、9月上旬の残暑の中、シングルスの試合に出
場した。この数年、シニア部門で参加している大
会だが、参加資格は50歳以上、今年の最高齢は
75歳だという。真っ黒に日焼けして意気軒昂に
試合に臨む様子に脱帽するばかりである。試合で
初めての相手と対戦する時には、この年になって
もやはりそれなりの緊張を感じてしまうが、近頃
はそれも楽しみのひとつと感じられるようになっ
た。これは進歩の兆しとしたいところだが、大方
の意見によるとただ厚かましくなっただけという
ことのようだ。

　テニスといえば、全英ローンテニス選手権大会
（ウィンブルドン大会）がテレビでも放映され、
今年も熱戦が繰り広げられていた。このウィンブ
ルドンの選手控え室からセンターコートへと向か
う入り口に、『ジャングル・ブック』の作者とし
てよく知られた英国の作家・詩人ラドヤード・キ
プリングの“If”という詩の一節が記されているこ
とを知った。

If you can meet with Triumph and Disaster 
And treat those two impostors just the same;
もしあなたが成功と失敗とにまみえて、これ
ら二つが故の惑いをものともせずにいること
ができれば

本来、父が息子に紳士たるべき道義を示すこの
一節を目にした選手たちは、何を感じるのだろ
う。ウィンブルドンで活躍する選手たちとの雲泥
の差は承知の上で、テニス愛好家の端くれとして
この指針を受け止めるなら、以下のような意味合
いとなろうか。

 テニスコートのなかでは自分がゲーム
の主導権を握ったとしても、また相手に
リードされたとしても、気持ちをコント
ロールしてボールに集中することが肝要
である。

いつもの自分のテニスを顧みれば、打ったボール
の行き先に一喜一憂し、ここぞと言うときには常
に邪念が生じるといった有様で、まだまだ紳士の
余裕にはほど遠い。

　ところで、同じ詩のなかには次の一節がある。

 If you can force your heart and nerve and sinew 
 To serve your turn long after they are gone, 
 And so hold on when there is nothing in you 
 Except the Will which says to them: “ Hold on!”

 もしあなたが心と気力と力を使い果たしたあ
とに、さらに全てを振り絞って目的達成に向
かい、「続けよ」という意志を除いては何も
なく、その時になお頑張り続けることができ
れば

拙訳の上での解釈で恐縮だが、目的達成の勘所は
強い意志で継続することにありということかと理
解している。
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研究を仕事として続けてきて感じるのは継続の重
要性である。私たちの研究は実験の積み重ねであ
る。実験がうまく進まなければ、研究自体が成
り立たないが、小さな実験ひとつをとっても、
すんなりと事が運ぶことはまずないと考えた方が
よい。幾度かの試行錯誤が常に必要と言える。実
験の失敗を踏まえて、その原因を把握するという
経験を積めば、失敗の回数を減らすことは可能と
なる。しかし、失敗続きで、嫌気が差すこともあ
る。実験の成功に伴って新たな知見を見出すとい
う楽しさがなければ、研究を続ける意志が希薄と
なっても致し方ないのかもしれない。そこが勝負
所である。投げ出すか、やり遂げるか。継続する
ことによって得られるものが少なからずあると実
感している。一方で目的達成のためには、研究の
方向性を見定めること、具体的な研究戦略を決定
すること、そして戦略を遂行するための能力を備

えていることが大事だと痛感している。

　持てる力を総動員して未知の相手とストローク
をやり取りするのが、テニスの楽しさである。
試合に勝つには、負けた経験を踏まえて、敗因を
乗り越えるための技術面・精神面の鍛錬が必要だ
ろう。研究においては、昨日手懸けた実験の結果
を、今朝わくわくしながら観察するのが楽しみで
ある。新たな知見を手にするには、研究実践に必
要な能力を磨きながら、実験の失敗を乗り越え
て進んでいくことが求められる。成功に浮かれ
ず、失敗にくじけず、鍛錬を忘れずに、しっかり
と目標をもって突き進む。楽しければ、続けるこ
とができる。これからの私の目標はシングルス大
会に20年間連続出場すること、そしてこれまで
続けてきた研究課題を若い研究者とともに完成さ
せることである。楽しむ気持ちを忘れずに。　

　平成21年度第4回農研機構役員会
（9月17日）でNARO Research Prize 
2009の授賞式が行われ、理事長よ
り人獣感染症研究チーム内田裕子研
究員に表彰状と記念のトロフィーが
授与されました。

表彰対象研究成果
「オオハクチョウから分離された高
病原性鳥インフルエンザウイルスの
侵入経路の推定」
研究の概要
　2008年4月、秋田県十和田湖畔
で死亡したオオハクチョウがH5N1
亜型高病原性鳥インフルエンザウイ
ルスに感染していたことを確認し
た。分離されたウイルスのHA遺伝
子は、過去に日本で分離されたウイ
ルスとは異なる遺伝子系統に属し、
HA蛋白質の抗原性も明らかに異な
っていた。従って、オオハクチョウ
の感染は、以前に日本で発生した高
病原性鳥インフルエンザの再発では

ない。4月はオオハクチョウの日本
への飛来時期ではないため、国外で
感染したオオハクチョウが国内で死
亡したのではなく、国外から侵入し
たウイルスに日本国内で感染した可
能性が考えられる。

（研究調整役）

NARO Research Prize 2009とは・・・
農研機構の前年度（今回は20年度）
の主要な研究成果の中から、理事長
が社会的、経済的、または学術的に
インパクトの高い優れた研究成果を
選定し表彰するもので、今回は5課
題が表彰されています。

NARO Research Prize 2009の受賞
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